
都市インフラの充実関西経済をけん引するまちづくり① 都市インフラの充実

都市基盤整備やまちづくり方針の作成等を推進し、国際競争力強化に資する拠点を形成都市基盤整備やまちづくり方針の作成等を推進し、国際競争力強化に資する拠点を形成

○ うめきた２期区域のまちづくり

■ うめきた新駅設置事業 （１９億 ３００万円）

 駅設備工事等

■ ＪＲ東海道線支線地下化事業 （４５億８，１００万円）

 地下化の軌道工事、電気工事等

■ 大深町地区防災公園街区整備事業 （２１億７，８００万円）

 公園整備、用地取得等

○ 新しいまちづくりのグランドデザインの策定

■ 新しいまちづくりのグランドデザイン検討調査（ ２００万円）

 ２０５０年に向けた大阪のまちづくりの方向性について検討
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4.5ha

1.3ha

新大阪駅

十三駅

淡路駅

淀川

新大阪駅周辺のまちづくりの
概ねの検討対象地域

リニア中央新幹線
北陸新幹線

淀川左岸線
豊崎ＪＣ

■ 新大阪駅周辺地域のまちづくり検討調査 ( ６００万円）

 リニア中央新幹線・北陸新幹線、淀川左岸線の整備を見据えた

広域交通ターミナルのまちづくり推進に向けた検討調査等

○ 新大阪駅周辺のまちづくり



都市インフラの充実関西経済をけん引するまちづくり② 都市インフラの充実

○ 大阪城東部地区のまちづくり

■ 森之宮キャンパス開所に合わせた環境整備の推進

（ １，０００万円）

 「公共空間と民間空間が調和した、デザイン性のあるまち」を先導する
環境整備のため、「シンボルアベニュー(仮称)」（豊里矢田線）の歩道の
美装化を実施
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■ 新大学キャンパス整備事業 （６７億８，８００万円）【再掲】

 新たに森之宮キャンパスの整備工事等を実施

(既存キャンパスでの同種分野の学部等の集約化に向けた工事等を含む)

新

■ 大阪城東部地区のまちづくり検討調査 （ ３００万円）

 「大阪城東部地区のまちづくりの方向性」(令和２年９月策定)の実現に

向けた検討調査

○ 夢洲のまちづくり

■ 夢洲まちづくり推進事業 （ ５００万円）

 ２０２５年大阪・関西万博後の速やかな跡地の活用を見据えた、夢洲第２期
のまちづくりに向けた検討

もと森之宮工場
（ごみ焼却工場）
（約1.2ha）

中浜下水
処理場

（約3.6ha）

もと建替計画地
（約2.6ha）

ＵＲ森之宮
第2団地

（約4.2ha）

大阪産業
技術研究所
（約1.1ha）

市立森之宮
小学校

（約1.0ha）

ＵＲ森之宮
団地

（約2.3ha）

大阪メトロ
検車場

（約11.5ha）

森の宮
ﾊﾟｰｸｻｲﾄﾞｺｰﾎﾟ

森之宮病院

ＵＲ西日本支社
府有地

ＮＬＣ
森の宮ビル

大阪健康安全
基盤研究所
一元化施設
（2022年度
完成予定）

府立福祉情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ
（2020年6月ｵｰﾌﾟﾝ予定）

府立成人病
センター跡地等

猫間川
抽水所

（約1.1ha）ジョー
・テラス
・オオサカ

キャッスルガーデン
ＯＳＡＫＡ

クールジャパン
パーク大阪

水上バス
大阪城港

豊
里
矢
田
線

大阪府赤十字
血液センター

ＪＲ大阪城
公園駅

ＪＲ
森ノ宮駅

地下鉄
森ノ宮駅

ＪＲ森ノ宮
電車区等
（約9.6ha）

大阪城公園
との連携

➋

➌

➍

多世代居住複合ゾーン

親水空間
＋立体活用ゾーン

拡張検討
ゾーン

➊

1期

大阪城公園
との連携

イノベーション・コア

1.5期

ＯＢＰとの
連携

京橋との連携

大阪公立大学
森之宮キャンパス
(2025年4月開所予定)

森ノ宮駅

大阪城
公園駅

シンボルアベニュー(仮称)
（豊里矢田線）



鉄道ネットワークの充実 都市インフラの充実鉄道ネットワークや交通環境の充実 都市インフラの充実

都心部から関西国際空港や新大阪へのアクセス強化・広域的鉄道ネットワークの拡充都心部から関西国際空港や新大阪へのアクセス強化・広域的鉄道ネットワークの拡充

■ なにわ筋線事業の促進 （ ４億８，７００万円）

 なにわ筋線の整備に係る用地補償や工事等の実施

■ 可動式ホーム柵の整備促進 （ ９億 ４００万円）

 Osaka Metro及び民間鉄道事業者が行う可動式ホーム柵整備への補助

■ うめきた新駅設置事業 （１９億 ３００万円） 【再掲】

■ ＪＲ東海道線支線地下化事業 （４５億８，１００万円） 【再掲】

■ リニア中央新幹線等整備促進の検討 （ ３００万円）

 リニア中央新幹線・北陸新幹線の早期全線開業の実現に向けた検討、
国等への働きかけ

■ 大阪モノレール延伸事業 （ １億 ２００万円）

 大阪モノレールの延伸に係る詳細設計及び本体工事
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※新たに整備する
駅の名称は仮称

うめきた（大阪）
地下駅

※中之島

※西本町

JR難波
※南海新難波

新今宮

新大阪

京阪中之島線

地下鉄中央線

近鉄奈良線・大阪線

なにわ筋線

JR東西線 JR大阪環状線

阪急宝塚線

阪神本線

リニア中央新幹線
北陸新幹線

■ ユニバーサルデザインタクシーの普及促進 （ ３，０００万円）

 誰もが安全・安心で快適に移動できるUDタクシーの導入に対する補助

拡



高速道路ネットワークの充実 都市インフラの充実

大阪の骨格となる高速道路ネットワークの形成大阪の骨格となる高速道路ネットワークの形成
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■ 淀川左岸線（２期）事業 （３３６億８,７００万円）
※ 令和３年度２月補正予算の繰越分

（５０億８，０００万円）を含む

 トンネル本体工事を実施

（万博会場へ向かうシャトルバス専用のアクセスルートと

して利用できるよう早期整備を推進）

・区 間：

阪神高速神戸線

～新御堂筋

・事業主体：

大阪市、阪神高速道路㈱

■ 淀川左岸線延伸部事業 （ ２億円 ）
 道路詳細設計及び仮設土留工事等を実施
・区 間：新御堂筋～近畿自動車道

・事業主体：国・阪神高速道路㈱ ・西日本高速道路㈱

淀川南岸線

整備イメージ整備イメージ

淀川左岸線(2期)

淀川

淀川左岸線（２期）

大阪都市再生環状道路

淀川左岸線延伸部

国 土 軸

関西国際空港

環状道路の役割

アクセス機能
環状道路周辺の地域間の移動が便利になります。

東大阪市～大阪市南部

分散導入機能
郊外から都心部へ向かう交通を分散します。

奈良方面～大阪都心部

バイパス機能
都心部を通過する必要がなくなり、
スムーズに移動できます。

京都方面～神戸方面
万博会場
（夢洲）

大阪駅

新大阪駅



公共施設の維持管理の推進 都市インフラの充実
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長寿命化を基本とする計画的な維持管理の推進と、安全確保のため必要な修繕等を実施長寿命化を基本とする計画的な維持管理の推進と、安全確保のため必要な修繕等を実施

市民利用施設等の緊急的な安全対策長寿命化による維持管理費の縮減・平準化例（橋梁）

従来の維持管理（事後保全）

今後の維持管理（予防保全）

橋の完成 徐々に劣化 新橋へ架替

橋の完成点検・維持 維持・補修点検・維持

寿命が来たら架替
（事後保全）

予防的な補修による
長寿命化（予防保全）

トータルコスト
約50％のダウン

30年間のＬＣＣの推計（建設局所管分）

3
0
年
間
の
累
積
補
修
・
架
替
費
用
（
億
円
）

従来の維持管理
（事後保全）

今後の維持管理
（予防保全）

市民利用施設等の緊急的な安全対策

劣化が進行している係留施設
（岸壁、物揚場）等の補修

劣化が進行している設備（ポンプ）の事例

市設建築物における長寿命化の推進

■ インフラ施設・市設建築物の維持管理 （ １，２９１億１，６００万円）

 市設建築物（一般施設、学校施設、市営住宅）の維持管理 （ ９７８億７，７００万円）

改修前 改修後

着実な点検・修繕等
による長期利用

各部位の予防保全の効果（状態監視型）

計画的な維持管理と
安全確保のための
大規模改修

中央体育館（～R７）
長寿命化事例（外壁改修等）

※令和３年度２月補正予算の繰越分（１８８億８，５００万円）を含む

 インフラ施設（道路、岸壁等)の維持管理 （ ３１２億３，９００万円）
※令和３年度２月補正予算の繰越分（３億１，４００万円）を含む



防災体制の更なる充実・震災対策の推進① 防災力の強化
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■ 南海トラフ巨大地震に対する耐震対策 （５６億３，２００万円）

※令和３年度２月補正予算の繰越分（２億１，０００万円）を含む

 堤防・橋梁等の耐震対策

・ 海岸・河川堤防の液状化対策等を実施

・ 災害時の緊急交通路及び避難路に架かる既存橋梁の対策を実施

 鉄道における耐震対策

・ 民間鉄道事業者が行う高架橋及び駅の耐震補強に対して補助を実施

Ｒ４工事実施箇所
堤防・水門

H 橋 梁

堤防等の耐震対策の事業効果
大阪市域の浸水面積
［対策実施前］ 約7,100ha

［対策完了後］ 約1,900ha

約７割減

南海トラフ巨大地震に対する耐震対策箇所

浸水想定区域

■ 緊急交通路の通行機能確保 （３６億１，７００万円）

（うち、一般会計：３３億１，７００万円）

※令和３年度２月補正予算の繰越分（５億６，９００万円）を含む

 緊急交通路の無電柱化

・ 重点１４路線のうち、広域ネットワークの形成などの観点から

３路線を最優先に、電線共同溝整備を実施

 無電柱化の推進と連携した下水管渠の耐震化を実施 緊急交通路の無電柱化 重点１４路線

北摂方面

奈
良
生
駒

方
面

整備済区間
（事業中含む）

未整備区間

Ｒ４工事実施箇所

近年の大型台風や大規模地震等の災害から住民の生命・財産を守るための対策を推進近年の大型台風や大規模地震等の災害から住民の生命・財産を守るための対策を推進



防災体制の更なる充実・震災対策の推進② 防災力の強化

■ 大阪駅前地下道東広場の防災・減災対策 （ ９億４，０００万円）

 老朽化が進行した構造物の改築によるリニューアルを実施
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■ 道路区域境界線座標整備 （ １億７，３００万円）

 大規模災害時の迅速な道路の復旧・復興に必要な道路区域境界線の

座標整備を実施

■ 東横堀川等の耐震対策にあわせた水辺魅力空間づくり

（ ４億６，９００万円）【再掲】

■ 密集住宅市街地整備の推進 （１６億１，９００万円）

 「密集住宅市街地整備プログラム」に基づき、老朽木造住宅の除却・
建替え等への支援により市街地の不燃化を促進するとともに、防災
骨格の形成に資する道路など都市計画道路の整備を実施

建替え前 建替え後
市街地の不燃化促進の事例

■ 高潮・大雨に対する浸水対策 （ ８０億 ９００万円）
（うち、一般会計：２９億２，８００万円）

 台風の高波等による浸水被害の最小化を図るため、過去最大規模の
台風（伊勢湾台風級）を想定した埋立地の浸水対策

 大規模な雨水対策施設整備

 公園事業と連携したグリーンインフラ（雨水貯留浸透施設）整備

夢洲

舞洲

咲洲

（浸水シミュレーション結果）

（浸水深）
0.0      1.0      2.0      3.0      

4.0m

埋立地における浸水対策

令和４年度工事実施箇所

※令和３年度２月補正予算の繰越分（１億４，０００万円）を含む

新



■ イノベーション創出や中小企業の総合的支援 （６億７，０００万円）

 大阪イノベーションハブ（OIH）を中心に、スタートアップの創出・成長に向けた支援プログラム等を展開

 大阪産業創造館において、中小企業の多様な経営課題の解決や新規事業創出を支援 など

イノベーションが次々と生まれる好循環づくりと中小企業の振興①
成長産業
の育成
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世界に伍するスタートアップ・エコシステムの構築や新たな市場の開拓等を推進世界に伍するスタートアップ・エコシステムの構築や新たな市場の開拓等を推進

新■ カーボンニュートラル（CN）等新技術ビジネス創出支援事業 （ ３，０００万円）

 カーボンニュートラルに資する有望な大学研究成果等のビジネス化を支援

■ スタートアップ・エコシステム拠点都市事業 （ ２，５００万円）

 京阪神での連携により、イノベーションの促進施策を発展

・国のアクセラレーションプログラムの効果を最大化し、スタートアップの海外展開・成長加速支援等を実施

■ ５Ｇビジネス創出プロジェクト （ ６，２００万円）

 官民連携により設置した「５G X LAB OSAKA」を拠点に、５G関連ビジネスの創出を推進

・セミナー、大企業等とのマッチング、新製品・サービスの開発・導入費の補助など事業フェーズに応じて一貫して支援



■ 外国人材マッチングプラットフォーム （１，５００万円）

 中小企業の外国人材受入れに関する支援体制を大阪府と
共同で整備することにより、人材不足の課題解決を支援

・ 外国人材にかかる支援機関等による「プラットフォーム」を構築

・ 大阪産業局がプラットフォームのハブ機能を担い、企業の課題
等に応じて最適な支援機関等へつなぐ取組みを実施

■ ＭＩＣＥ開催促進事業 （ ５００万円）

 大阪でのMICE開催を促進するため、大阪府と共同で
府内施設を主会場としたオンライン併用型MICEの開催費用を助成

■ DX高度化支援事業 （３，０００万円）

 大阪産業創造館において、中小企業の高度なDX推進ニーズに対応し各種支援を実施

・ DX相談窓口における専門相談や専門家派遣

・ Webやセミナー等による普及啓発・情報発信

イノベーションが次々と生まれる好循環づくりと中小企業の振興②
成長産業
の育成

■ 頑張る中小企業のビジネスチャンス獲得支援事業 （４，０００万円）

 万博を契機とした様々なビジネスチャンスの獲得に向け、中小企業の経営力強化を支援

・ 高いポテンシャルを秘めた製品やサービス等を有する中小企業に対して、展示商談会等の出展に関する各種
サポート、出展後のフォローアップまでの一気通貫した支援を実施 など

新

新
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新

新


